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子ども主体のクラブ活動

　４月１７日、６年生が企画した「クラブプレゼンテーショ

ン」が行われました。「こんなクラブがあったらいい」とい

う６年生の発信を受け、４・５年生が話を聞き、自分でクラ

ブを選ぶ。その流れを経て、今年度のクラブ活動がスタート

しています。

　先日は、６年生がクラブごとに集まり、「このクラブで何

を大切にするか」「どんな活動をしていくか」を自分たちで

話し合いました。目標を確認し、計画を立てる。誰かに決め

てもらうのではなく、自分たちで考えて動き出す姿に、頼も

しさを感じました。

　「選ぶ」ことから始まり、「つくる」ことへ。この積み重ね

が、子どもたちの力になっていくと信じています。　　　

個人懇談ありがとうございます

　個人懇談にお越しいただき、ありがとうございます。いただいたお話やご意見は、担任はも

ちろん、学校全体で受け止め、これからの取り組みに活かしてまいります。引き続き、どうぞ

よろしくお願いいたします。

　　　　

みんなのよいところはっけん

　廊下に、こんな掲示が登場しました。「スリッパをそろ

える！」「チャイムがなったらおべんきょう！」――学校

の中で「できていること」「よいこと」を見つけ、発信し

ています。

　今年度、沖小学校では「ポジティブ行動支援」という考

え方を大切にしています。できていないことを注意するの

ではなく、できていることを認め、広げていく。そのため

にまず、「どんな行動がよいのか」を子どもたちと一緒に確認し、見える形にしていくことか

ら始めています。「そろえると気持ちがいいね！」「一年生もできてるよ！すごい！」――掲示

に添えられた言葉が、ポジティブ行動支援の視点そのものです。罰や叱責ではなく、よい行動

が自然と広がっていく学校の雰囲気をつくっていきたいと思っています。

５月１１日「人を傷つけない笑いとは」（保護者参観可）

　５月１１日（月）、４時間目（11:40～12:25）体育館にて「人を傷つけない笑いとは」をテ

ーマにした特別授業を行います。（児童は３年生以上、保護者は全学年参観可）「笑い」には人

と人をつなぐ力があります。一方で、使い方によっては誰かを深く傷つけることにもなりま

す。子どもたちが日常の中でその違いを自分ごととして考えるきっかけにしたいと思い、この

機会を設けました。ぜひ、お子さんと一緒に考える時間にしていただければ幸いです。
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